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小川:い よい よ21世紀 を迎え ようとしてい ます 泌尿
器科学 はもちろんのこと,医 学 ・医療全般が この新 し
い世紀 において大 きな転換期 を迎 えるであろ うこ とは
容易 に想像 がつ きます しか し,具 体的に どの ような
変革が起 き,ど のように対処 していった ら良いのかに
答 え るこ とは大変 難 しいこ とと思 い ます この よう
に,私 たち医療 人が大 きな岐路 に立た されている21世
紀 の始 ま りの年 において,第89回 の泌尿 器科学会総会
を主催 される神戸大学の守殿先生 に学会長 としての抱
負 をお聞 きしたいと思い ます.
まず先生 が総会 を主催 しよ うと決意 されたお気持ち
に関 して,少 しテーマ も含 めて お話 い ただ けませ ん
か
守殿:私 は1966年の卒業 です ので,泌 尿器科医 にな っ
て34年にな ります わず かの知恵ですけれども今 まで
に経験 して きた ことを学 会のため に何 かお役 に立つこ
とがで きた らとい う気持 ちで学会 を主催 させていただ
きたい と考 えたわけです 勝手な ことを言 わせていた
だ くと,自 分な りに少 し今 までの考えのまとめ をした
い とい う気持ちですね.ま た,会 員に もやさしい学会
運営が で きな いかな とい うような気持 ち もあ りま し
た.
小川:本 来のテーマ以外 に 「患者 さんにも会員に もや
さしい学会」 とい う事が,今 回先生が提案 された もう
1つの方向性 とい う事ですね.
そ れ で は 今 回 の 総 会 の テー マ 「Translational
Medicineの世紀 を拓 く」 を選 ばれた理由に関 して少
しお聞 きしたいんですけれ ども.
守殿:欧 米 で 「TranslationalMedicine(orRe-
search)」とい う表現 が最近 使 われだ してい ますが,
適 当な 日本語訳 がな くて困 りま した.「Translation」
はふつ う 「翻訳」 と頭 に浮 かびますが,一 応 「展 開医
学」 と訳 させていただ きます.基 礎研 究 をしていて何
かお もしろい結果が出たからそ れを臨床 に応用 しよう
とうい うので はな く,臨 床 の問題点 を念頭 に置 きなが
ら基礎実 験,基 礎研 究 を考 えてい こう とい う姿勢 で
す
小川:現 在 の医学研究においては,基 礎 は基礎で高度
化 し,臨 床 は臨床で先端化 して,ま す ます距離が離れ




























演 をお願い しました.学 会 プログラムにおいて は
TranslationalMedecineの考え方 を基盤 として,尿
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路性器癌,尿 路結石,尿 路感染症,腎 移植,ア ン ドロ
ロジー,ニ ューロウロロジーの現在 までの問題点 を抽
出 し,そ れ らを21世紀 に託 された泌尿器科学の課題 と
して各領域別の講 師の先生方に解決の道標 を示 して頂
く 『会長特別企画』 を導入講演 としてお ります この
総論 的な企画 とは別に各論的に招請講演 や特別講演な
どにおいて21世紀へ の泌尿器科学の新 しい展開 につい
て述べ ていただ きます.
招請講演で は,展 開医学の代表である再生医学 を取
り上 げ ま した.ハ ーバー ド大学 のAnthonyAtala先
生 に,尿 路 の再生に関 して最先端の研究成果 をお話い
ただ こう と思 って い ます 私 自身がbladdersubsti-
tutionに関 して若い ときか ら興味 を持 ってい ま した
ので楽 しみです 腎臓 の方 も再生 したものか ら尿の分
泌が得 られているとい うデータもおあ りみたいなので
お もしろい話が 聞けると期待 しています 非常 に忙 し
い人なので,本 当に来ていただけるのか少 し心配 して
いるんですけ ど.
また,イ ンスブル ック大学 のStenzel先生 もBlad-
dersubstitutionの研究 を精力 的に行 ってお られ ます
ので,こ の先生 に も招請講演 をお願 い してお ります.
それ とバージニア大学のChung先生 には遺伝子 治
療 に関す るお話 をお願 い してい ますChung先 生 は
バ ージニア大学 医学部の泌尿器科部 門の病理部のデ ィ
レクターです.病 理学者です けれ ど,ご 専門が前立腺
癌の遺伝子治療 で,遺 伝子 治療の現状 と将来 に関 して




それ ともう1人,招 請講演にはな っていないんです
が,ビ デオシンポジウムで腹腔鏡下の前立腺全摘手術
に特別講師 としてパ リ大学のAbbou先生を呼 んでお
ります この方 にはサテ ライ トシンポジウムの講 師に
もなっていただ くんです けれ ども,本 会の方の ビデオ
シンポジウムにも出ていただ く予定です.
教育講演で は,近 年多 くの知見が報告 されている性
決定遺伝子 について島 博基先生(兵 庫 医科大学)に
分か りやす くお教えいただ くと共 に,薬 剤 の有効性 な
どに関連す る遺伝子 については奥村勝彦先生(神 戸大
学)に,最 近ホ ットな時計遺伝子 については岡村 均
先生(神 戸大学)に ご講演いただ きます.
小川:再 生 医学,遺 伝子治療,ま た先端医療技術 とい
うことで,先 生が まさしく目指 しておられる展開医学
というテーマが象徴 されてい ますね.
守殿:会 員 に もや さしい総会 を目指す とい う趣 旨でい
くつか プログラム上の工夫 もあ ります 例えば特別講
演 と招請講演 の重な りや,シ ンポジウムの重 な りを可













































守殿:日 程その ものに関 して も 「会員にやさしい総



















































「患者 さんの名前を確認 しましょう」 というのが第1




















チームワークの 「和」です それと人に対 しての気配
りです 僕は医学部の学生に,良い医者になるために
は95人のクラス全員が,「あいつは気の利 くやつだ,


















注 ぎ込めないんです これが大 きな問題だと思いま
す










て患者 さんの流れを調整 してあげるシステム をつ くっ
ていかなければいけないですね.在 院 日数 を短 くす る
しないは,い ろいろテクニ ック的なことを使 った りし
て,あ まりいい方向ではされて ませ んよね,保 険制度
を含 めてい ろいろな面か ら問題 を解析 して いかない
と,本 質的 なことがなか なか解 決で きないん じゃない
か と思 います,
その意味 からも,や っぱ り人その もの を育ててい く
ことが重要で はないで しょうか。先生がいわれた よう
に教育を通じての人間性そのものの改革がいるんじゃ
ないですかね,
小川:ま だまだお聞きしたいことはあ りますが時間が
きました.先生にはこれからも泌尿器科医のリーダー
として泌尿器科学会を牽引していただきたいと思いま
すが,そ の中でも是非若い泌尿器科医をサポー トして
いただけるような方向で,ま た21世紀の医療の問題点
を解決する方向で活躍 していただければと思います.
どうも今日は先生ありがとうございました.
